
広報広報 No.154

平成２８年
2016

9
ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山
富士山-信仰の対象と芸術の源泉

世界遺産富士山

山梨県消防団員操法大会
船津分団準優勝！
山梨県消防団員操法大会
船津分団準優勝！
山梨県消防団員操法大会
船津分団準優勝！



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報 2

ま
ち
か
ど
情
報
局

ま
ち
か
ど
情
報
局

Street  corner  Intelligence  Agency
まちかど情報局まちかど情報局まちかど情報局

山
梨
県
消
防
団
員
操
法
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　

船
津
分
団
準
優
勝

1
８
月
５
日
に
第
1
0
0
回
目
と
な
る

　
　

 

河
口
湖
湖
上
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

2

友
好
都
市 

ツェルマッ
ト（
ス
イ
ス
）を

　
　
　
　
　

公
式
表
敬
訪
問
し
ま
し
た

3

北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
全
国
大
会
出
場

4

　
８
月
21
日
に
行
わ
れ
た
山
梨
県
消
防
協
会
の
第
49
回

消
防
団
員
操
法
大
会
に
お
い
て
、
船
津
分
団
が
見
事
準

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
富
士
五
湖
支
部
の
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
操
法
に
出

場
し
た
船
津
分
団
は
、
５
月
よ
り
週
２
回
の
練
習
を
重

ね
て
き
た
そ
う
で
す
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の

大
会
に
向

け
た
長
期

間
の
練
習

は
、本
当
に

大
変
だ
っ

た
と
思
い

ま
す
。

　
船
津
分

団
の
皆
様

お
疲
れ
様

で
し
た
。お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

　
１
０
０
回
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大
池
公
園
で
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
八
木
崎
公
園
か
ら
の
打
ち
上
げ
花

火
、
円
形
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
船
津
浜
だ
け
で

な
く
色
々
な
場
所
で
湖
上
祭
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
打
ち
上
げ
花
火
も
１
０
０
回
記
念
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
花
火
と
と
も
に
地
元
の
小
中
学
生

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
音
声
を
流
す
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
」
も
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
町
へ
の
愛
着
や
将
来
の
展
望
な
ど

ま
っ
す
ぐ
な
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の

町
民
に
と

っ
て
も
大

切
な
夏
の

思
い
出
と

な
る
湖
上

祭
、
こ
れ
か

ら
先
も
い

つ
ま
で
も

続
く
イ
ベ

ン
ト
で
あ

っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
７
月
21
日
〜
26
日
に
、
昨
年
11
月
に
友
好
都
市
締
結

し
た
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
へ
町
長
、
議
員
で
構
成

す
る
公
式
表
敬
訪
問
団
と
し
て
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
昨
年
の
11
月
の
返
礼
と
い
う
こ
と

で
移
動
に
次
ぐ
移
動
と
い
う
強
行
軍
の
な
か
、
ツ
ェ
ル

マ
ッ
ト
関
係
者
と
の
交
流
や
記
念
碑
除
幕
式
な
ど
大
変

意
義
の
あ
る
表
敬
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
北

麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」が
、
２
年
連
続
11
回
目
の
夏
の
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
第
26
回
目
と
な
る
本
大
会
は
８
月
14
日
に
さ
い
た
ま

市
記
念
総
合
体
育
館
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。全
都
道

府
県
代
表
の
48
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
見
事
ベ
ス
ト
８
の

成
績
を
お
さ
め
た
そ
う
で
す
。

　
選
手
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。
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～大好き！富士河口湖町～コミュニティフェスタ2016
※広報８月号で「富士河口湖まつり（仮称）」とお知らせいたしましたが、正式に名称が決定いたしました。

場所：子ども未来創造館前広場・町役場前
日程：11月20日（日）10:00～15：00
内容：富士河口湖マルシェ（町の特産品、名物などの出店）

　　 参加型ステージイベント
　　 職業体験 などなど

　「みんなが富士河口湖町を大好きになる！」をコンセプトに開催します。
　平成15年に富士河口湖町が誕生して13年になりますが、まだまだみんなの知らない町の素敵なところがあります。みん
なで町を知って、みんなが町を大好きになるような企画を考えています。ぜひ多くの方の参画をお待ちしております。
　出店・出演などのご希望、イベントに対するアイデアなどがございましたらお気軽にご連絡下さい。

お問い合わせ先…富士河口湖町　政策財政課政策調整係 渡辺（72-1129）
　　　　　　　　メール：seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

企画スタッフ
  大募集中です。

2016　Jリーグ　ディビジョン1

ヴァンフォーレ甲府ヴァンフォーレ甲府
「富士河口湖町サンクスデー」「富士河口湖町サンクスデー」

上記試合の
入場ペアチケット
（ホーム自由席）を
抽選で125組の方に
プレゼントします！

【応募方法】郵便はがきに①住所 ②氏名（ふりがな） ③年齢 ④電話番号
　　　　　　をご記入のうえ、町役場政策財政課までご応募ください。
  ※応募は１人1枚限り、町内在住者のみとさせていただきます。
【締め切り】平成2８年９月30日（金）必着
【当選発表】チケットの発送をもって発表に代えさせていただきます。
【応 募 先】〒401-0392　富士河口湖町船津1700
　　　　　  富士河口湖町役場　政策財政課　
【問 合 先】TEL 72-1129　政策財政課

サガン鳥栖戦
11月3日（木・祝）13:30 キックオフ

山梨中銀スタジアム

みんなで、ヴァンフォーレ甲府を応援しよう！

第7回目「御坂峠～三つ峠」 ～御坂峠・御坂山・八丁山・清八山・大幡八丁峠・三つ峠入口～
■日　時　１０月９日(日)　AM 7時45分　富士河口湖町役場前駐車場集合
　　　　　小雨決行（雨天問合せ：090-8802-6120　井出） （実質歩行時間：約５時間２０分）
■コース　役場前駐車場出発：御坂峠入口～御坂峠～御坂山～八丁山～清八山～大幡八丁峠～三つ峠入口
■持ち物　お弁当、水筒、雨具、非常食（行動食含む）、絆創膏、薬、その他必要と思われるもの、歩きやすい
　　　　　履きなれた靴(できればトレッキング用シューズ）
■参加費　１０００円／１人　（バス代、保険代など）
■募　集　定員20名　　■対　象　小学生高学年以上（ただし小学生は大人同伴）
●申込・問合先　町役場政策財政課　岡村・後藤　℡72‐1129

今後の予定…11/13 御巣鷹山・八丁山、12/11 木無山・霜山
　　　　　　※変更する場合もございますので、広報誌等でご確認ください。

まちづくりワークショップ「御坂山塊縦走計画」
　「御坂山塊縦走計画」と題して本栖湖から河口湖畔までのルートを9回に分けて実施している登山です。
第７回目は下記のとおり実施いたしますので、皆様ふるってのご参加お待ちしております。
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町からのお知らせ町からのお知らせ

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

年
金
の「
未
納
」「
未
加
入
」「
免
除
」期
間
が
あ
る

　
60
歳
以
上
の
方
へ  
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

年
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す
べ
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条
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す
。

任
意
加
入
は

　
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
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国
民
年
金
の
保
険
料

国
民
年
金
の
保
険
料

手
続
き
方
法

手
続
き
方
法

■
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

○
対
象
者

　
・
平
成
28
年
１
月
１
日
に
富
士
河
口
湖
町
に
住
民
登
録
が

　
　
あ
っ
た
者
で
、
平
成
28
年
度
分
の
市
町
村
民
税
が
非
課

　
　
税
の
者
　※

未
申
告
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
上
記
の
方
で
、
課
税
者
の
扶
養
、
専
従
者
等
に
な
っ
て
い

　
　
な
い
者
　
等

　
・
給
付
金
額
　
対
象
者
１
名
に
つ
き
３
，０
０
０
円

■
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

○
対
象
者

　
・
上
記
の
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

　
　
の
う
ち
、
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

　
　
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

　
・
高
齢
者
向
け
給
付
金（
３
万
円
）を
受
給
し
て
い
な
い
方

　
・
給
付
金
額
　
対
象
者
１
名
に
つ
き
３
０
，０
０
０
円

※

支
給
は
ど
ち
ら
の
給
付
金
も
１
回
で
す
。

※

両
方
の
支
給
対
象
者
に
該
当
す
る
方
は
、
２
つ
の
給
付
金

　
を
受
給
で
き
ま
す
。

・
受
付
期
間
は
９
月
20
日
よ
り
12
月
22
日
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
者
に
は
９
月
中
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

　
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
場
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
福
祉
推
進
課

現
況
調
査
と
は
・
・
・

　
土
地
の
状
況（
田
、
畑
、
山
林
、
宅
地
、
雑
種
地
等
の
利
用
状

況
）な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
で
す
。（
地
方
税
法
第
４
０
８
条
）

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の
状
態
に
よ
り
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
税
務
課
職
員
は
町
内
の
土
地
や
家
屋
の
状
況
を

日
頃
か
ら
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
敷
地
内
に
入
っ
て
の
確
認
や
、
土
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
質
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
支
給
日
　
10
月
11
日
（
火
）(

10
日
は
祝
日
の
た
め
、
翌
日
に

　
な
り
ま
す
。)

支
給
額
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
平
成
28

年
９
月
の
４
ヶ
月
分
で
す
。

＊
支
給
額

＊
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し
て
月

　
額
一
律
５
，０
０
０
円

　
児
童
手
当
法
で
は
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
毎

年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を

記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。こ
の
届
の
提
出
が
な

い
と
、６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
10
月
の
振
り
込
み
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
期
間
や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
ご
本
人
の
申
し
出
に
よ
り「
60
歳
か
ら
65

歳
未
満
」の
５
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
65

歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

[

任
意
加
入
制
度]

が
あ
り
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数
が

　
４
８
０
月（
40
年
）未
満
の
方

※

年
金
の
受
給
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未

　
満
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

※

外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
も
加
入
で
き
ま
す
。

月
額
１
６
，２
６
０
円(

平
成
28
年
度)

※

保
険
料
の
納
付
方
法
は
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

※

保
険
料
の
前
払
い
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り

　
ま
す
。

　
町
役
場
住
民
課
ま
た
は
大
月
年
金
事
務
所
で
手
続
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。手
続
き
の
際
は
、
以
下
の
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

※

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

※

通
帳
、印
鑑（
金
融
機
関
届
出
印
）

　　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
、
消
費
生
活
相
談
員
に
よ

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。専
門
の
相
談
員
が
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
、
み
な
さ
ま
の
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
９
月
15
日（
木
）　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館
研
修
室

■
相
談
内
容
　
法
律（
家
族
、
相
続
、
近
隣
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
）、

　
　
　
　
　
　
労
働
、
土
地
・
住
宅
、
交
通
事
故
、
消
費
生
活

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
こ
と
。

●
問
合
先　

福
祉
推
進
課　

℡
７
２‐

６
０
２
８

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

●
問
合
先　

住
民
課　

℡
７
２‐

１
１
１
４

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

政
策
財
政
課　

℡
７
２‐

１
１
２
９

「
移
動
県
民
相
談
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

税
務
課　

℡
７
２‐

１
１
１
３

固
定
資
産
税
（
土
地
）
の

　
　
　
　
　
現
況
調
査
に
ご
協
力
を
！

児
童
の
年
齢

児
童
手
当
の
額（
１
人
当
た
り
月
額
）

一
律
　
１
５
，０
０
０
円

一
律
１
０
，０
０
０
円

１
０
，０
０
０
円

（
第
三
子
以
降
は
１
５
，０
０
０
円
）

３
歳
未
満

３
歳
以
上

小
学
校
修
了
前

中
学
生
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町からのお知らせ町からのお知らせ
　
女
性
の
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。当
日
は
、
乳

が
ん
車
検
診
を
は
じ
め
、
血
管
年
齢
測
定
・
大
腸
が
ん
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
・
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
・
軽
体
操
・
健
康
相
談
な
ど
の

各
種
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
致
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
及
び
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
10
月
１
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

■
対
象
者
　
富
士
河
口
湖
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　（
託
児
：
就
園
前
の
お
子
さ
ん
）

乳
が
ん
車
検
診（
事
前
予
約
に
な
り
ま
す
）

＊
30
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で
す

＊
妊
娠
中
や
授
乳
中
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
金
　
５
０
０
円

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
乳
腺
エ
コ
ー
検
査
】

　
30
歳
代
の
女
性
及
び
40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の
女
性

【
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
】

　
40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性

　
　（
例
：
昭
和
48
年
、44
年
・
・
・
生
ま
れ
）

　
毎
年
恒
例
の
「
も
み
じ
マ
ー
チ
」
で
す
が
、
今
年
は
10
月
15

日
・
16
日
に
実
施
し
ま
す
。全
国
か
ら
も
６
０
０
名
を
超
え

る
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
本
町
を
訪
れ
、
秋
の
富
士
河
口
湖
町
周
辺

を
歩
き
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
裏
に
行
う
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　
ス
タ
ー
ト
で
の
見
送
り
、
ゴ
ー
ル
で
の
お
迎
え
、
受
付
補
助

　
お
楽
し
み
抽
選
会
の
補
助
な
ど

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間

　
10
月
15
日（
土
） 

午
前
７
時
〜
午
後
４
時
、

　
10
月
16
日（
日
） 

午
前
７
時
〜
午
後
４
時

　（
１
日
だ
け
で
も
、半
日
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
）

■
会
　
場
　
町
役
場
駐
車
場

■
コ
ー
ス
　

　
河
口
湖
・
西
湖
コ
ー
ス
、
富
士
山
登
山
道
・
忍
野
八
海
コ

　
ー
ス

■
日
時
　
９
月
13
日(

火) 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■
講
師
　
富
士
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
理
事
・
自
然
共
生
研
究
室
長
　
渡
邊
　
通
人 

氏

■
内
容
　
○
富
士
山
の
昆
虫
の
凄
さ
！

　
　
　
　
　
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ（
絶
滅
危
惧
種
）と
ア
リ
の
共
生

　
　
　
　
　
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
と
ク
ロ
オ
オ
ア
リ
物
語

　
　
　
　
　（
動
画
映
像
）

　
　
　
　
　
フ
ジ
ジ
ガ
バ
チ
の
生
態
映
像（
動
画
映
像
）な
ど

　
　
　
　
○
な
ぜ
里
山
の
草
原
が
大
切
か
草
刈
り
と
火
入
れ

　
　
　
　
　
の
効
果

　
　
　
　
○
自
然
の
驚
異
　
○
質
疑
応
答

●
問
合
先　

町
民
体
育
館　

℡
７
３‐

１
２
２
０

「
第
25
回
富
士
河
口
湖
も
み
じ
マ
ー
チ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
問
合
先　
（
一
社
）富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟

　

℡
７
２‐

３
１
６
８

「
富
士
河
口
湖
ガ
イ
ド
の
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
研
修
会
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

健
康
増
進
課　

℡
７
２‐

６
０
３
７

女
性
の
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

10月号広報
10月6日㈭
配布予定
広報誌に関する

お問い合わせは

政策財政課（渡辺 和馬）

℡７２-１１２９

「
富
士
山
の
魅
力
と
奥
深
さ
」（
参
加
料
・
申
込
み
不
要
）

特定計量器（はかり）の定期検査のお知らせ
　計量法の規定により、取引や証明に使用しているはかり等は、すべて都道府県知事等が行う検査を受けなければ
なりません。
　非自動はかり、分銅、定量増おもり及び定量おもりの定期検査（2年ごとに実施）が行われますので、対象となる
はかりをお持ちの方は、必ず検査を受けてください。
　日時、会場、対象地域は以下のとおりです。

10月20日(木)
10月2０日(木)
10月2１日(金)
10月2４日(月)
10月2５日(火)

10：30～1２：00
1３：30～1５：00
1３：30～1５：00
10：30～15：00
10：30～15：00

足和田出張所
勝山出張所

上九一色出張所
中央公民館
中央公民館

足和田地区
勝山地区
上九地区

船津・浅川地区
小立・大石・河口地区

検査日 時　間 会　場 対象地域

※検査時間は12：00～13：00を除きます。

【検査についてのお問い合わせ】
  　　　　　　山梨県計量検定所　電話　055-261-9130／富士河口湖町観光課商工係　電話　72-3168
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ
■日時　９月２４日（土）午後１時３０分～４時００分
■場所　山梨県富士山科学研究所１階ホール
■対象　どなたでも　　■参加費　無料
■内容　富士山の恵みとしての水・富士五湖の自然環境変遷史
■申込み　不要

■日時　9月3日（土）～25日（日）までの土日祝日と、
　　　　9月23日（金）
　　　　午前１０時～・午前１１時～・午後１時～・
　　　　午後２時～・午後３時～（１日５回）
■場所　富士山科学研究所（集合場所）　
■対象　どなたでも　■参加費　無料　■定員　なし
■内容　研究所周辺の動植物の様子や富士山の成り立ちな
　　　　どをガイドが説明しながら、一緒に森の中を歩き
　　　　ます。（所要時間約５０分）
■申込み　不要（ただし１０名以上の場合は、事前に御連
　　　　　絡ください）

■日時　7月9日（土）～11月6日（日）午前9時～午後5時
■場所　富士山科学研究所１階エントランスホール
■対象　どなたでも　 ■参加費　無料 
■内容　富士山について火山を中心に写真やパネルなどで
　　　　紹介します。

■日時　９月１８日（日）午前１０時３０分～・午後２時～
　　　　所要時間１回約４０分
■場所　山梨県富士山科学研究所ウッドデッキ
　　　　（雨天時は室内）
■対象　幼児から小学校低学年（対象外の人でも参加可能）
■参加費　無料　　■定員　なし
■内容　自然や環境に関する絵本の読み聞かせやゲームな
　　　　どを行います。開始３０分前からはおりがみ教室
　　　　も行います。

　富士山ボランティアセンターでは、富士山の自然・歴史に
関する解説を聞きながら散策し清掃活動を行う「富士山エ
コトレッキング」を開催します。秋の１日を富士山の環境保全
とトレッキングで過ごしませんか。
■日時　１０月８日（土）雨天時中止
■コース　富士山御中道等（奥庭～富士山五合目～御中道）
■募集定員　先着25名
　　　　 　　（中学生以下の方は保護者の同伴が必要です。）
■募集期間　９月１日（木）～９月２３日（金）
■集合場所　山梨県立富士ふれあいセンター駐車場
　　　　　　（山梨県南都留郡富士河口湖町船津６６６３－１）
■参加費　100円（レクリエーション保険料）
■服装・持物　山道を歩ける服装、帽子、雨具（カッパ）、
　　　　　　 昼食、飲物
■申込受付　参加申込用紙に必要事項をご記入の上、郵
　　　　　　送、FAXまたはメールにてお申込み下さい。
　　　　　　申込用紙は富士山ボランティアセンターの
　　　　　　HPからもダウンロードできます。

　子育て中の方と若者を対象とした、公共の就労支援施設
をご案内します。
　「やまなし・しごと・プラザサテライト」では、就職や子育
てに関して、相談から職業紹介までをワンストップで行い、
専門のキャリアコンサルタントによる相談や面接練習、ハロ
ーワークの求人情報の検索、職業相談・職業紹介を受ける
ことができます。（公共施
設ですので、利用は全て
無料です。）
　子育ても仕事も頑張り
たい！そんなお母さんが
増えています。でも、再就
職に踏み出すのはとても
勇気がいることです。そ
んなお母さん達の相談を
お待ちしています。子供用の遊び場（キッズコーナー）もあり
ますので、お気軽にご利用ください。
■場所 富士山駅ビル（Ｑ-ＳＴＡ）３階
■利用時間
　◎月曜日～金曜日/午前10時～午後6時30分
　　（求人検索、職業紹介は午後5時15分まで）
　◎土曜日/午後1時～午後5時00分
　　（求人検索、職業紹介はご利用できません）
　◎休業日/日曜日、祝日、12月29日～1月3日

■内容　ホームステイ・クリスマス体験・英語研修・文化交
　　　　流・地域見学・野外活動等※コースにより体験内
　　　　容をお選びいただけます。
■研修国　オーストラリア・カナダ・サイパン・フィリピン・
　　　　　カンボジア
■日程　12月24日（土）～1月4日（水）の内6～10日間
　　　　※コースにより異なります
■対象　小3～高3の方まで　
　　　　※コースにより対象学年が異なります
■締切　11月2日（水）　※申し込み先着順
　 （10月26日までにお申し込みの方は、早期割引1万円）

　発売期間は平成２８年９月２６日（月）から１０月１４日
（金）まで。抽せん日は平成２８年１０月２１日（金）。
　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境
対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われ
ます。

●問合先　富士山ボランティアセンター　℡20-9229

富士山エコトレッキング
　　（富士山御中道）参加者募集！！

●問合先　℡72-8803

「やまなし・しごと・
　　　　　　プラザサテライト」から

●問合先　 公益財団法人 国際青少年研修協会

　℡03-6417-9721

冬休み海外研修交流事業 参加者募集

今年のオータムジャンボ宝くじは、
　　　１等・前後賞合わせて５億円！

 「富士山科学講座」

 「森のガイドウォーク」

「企画展～火山としての富士山～」

「もりのおはなしかい～えほんのよみきかせ～」

１等　３億円×１４本
　　  （発売総額４２０億円・１４ユニットの場合）

前後賞各 １億円×２８本
　　  （発売総額４２０億円・１４ユニットの場合）
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ

　富士ふれあいの村の利用者、地域の障害児（者）及び住
民が、まつりを通じ様々な交流をする中で、相互理解を一層
深めることを目的に開催します。
■日時　9月10日（土）　午前10時～午後2時40分
■場所　富士ふれあいの村運動場
　　　　（雨天の場合は、ふじざくら支援学校体育館他）
　　　　富士河口湖町船津６６６３－１
■主催　山梨県、富士ふれあいの村まつり運営委員会
■参加予定者　約2,000人
■まつりの内容　　支援学校、福祉施設（作業所）、福祉関
　係団体及び地域住民等による演技・演奏等の発表、作品
　の展示・即売、ゲストによる演技・演奏、模擬店、フリーマ
　　ーケット、体験工房、お楽しみ抽選会

■日時　9月22日（木）
■場所　富士北麓公園　体育館
■対象　小学校1～3年生（男女混合可）
■定数　24チーム １チーム7～10名（競技は6名で行う。）
■参加料　1チーム　2,000円
■申込み
　（方法）所定の申し込み用紙にボールペンで必要事項を
　記入し、郵送、ＦＡＸまたは窓口に直接お申し込みくださ
　い。
　（期間）平成２８年９月１日（木）～９月１５日（木）

　富士五湖広域行政事務組合では、富士五湖広域住民交流
『ふるさと感謝祭』を、構成市町村を巡り実施しておりま
す。本年度は、忍野村で忍野八海を中心に忍草浅間神社、
法印塚、巡礼路などを巡る約8.5㌔のウォーキングコースを
設け忍野村の自然と文化の素晴らしさを再発見することを
目的に実施致しますので、多数の方のご参加をお待ちしてお
ります。
■日時　10月23日（日）午前8時30分集合　小雨決行　
　　（雨天時中止の為、申込み時は必ず連絡先の記載願います。）
■募集人数　60名（先着順）　
■参加対象　小学生以上（川沿いを歩くため、小中学生は
　　　　　　保護者同伴で申込み下さい。）
■集合場所　忍野村さかな公園（午前８時３０分集合）
　出発式：午前９時　　閉会式：午後０時３０分（予定）
■ウォーキングコース
　約８．５キロ（忍野八海、忍草浅間神社等）
■申込み方法
　申込期間：９月１５日（木）から９月３０日（金）まで
　申込方法：申込用紙にて、忍野村役場企画課まで持参、
　Fax 84-3717又は電子メー(kikaku@vill.oshino.lg.jp)

　でお願いします。
　（※申込用紙は忍野村役場企画課窓口又は、忍野村役場
　HP、富士五湖広域行政組合HPにてダウンロードして下
　さい。申込書には連絡先を必ず記載して下さい。）
■その他　
　１　持ち物　飲み物、雨具、タオル等
　２　服装　ウォーキングに適した動きやすい服装・運動
　　　靴・帽子・手袋等でご参加下さい。
　３　コース　コースの途中及び各施設には、段差、階段、
　　　未舗装の箇所等がありますので予めご了承ください。
　※昼食（弁当）、損害保険料、榛の木資料館の入場料は主
　　催者側で用意します。

　山梨県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の方々の
健康に対する意識の向上等のために、川柳を募集します。
受賞作品は、広域連合が発行する印刷物、ホームページ等
で広く活用させていただきます。
■テーマ　「健康の秘訣、若さの秘訣」
■応募資格　山梨県後期高齢者医療制度の被保険者
■応募期間　9月1日（木）～10月31日（月）必着
■応募方法　作品とペンネーム、住所、氏名、年齢、電話番
　号、職業を記入の上、郵送または電子メールで　
　※1人3点まで
　①郵送先　〒400-8587　
　　甲府市蓬沢一丁目15番35号　山梨県自治会館2階
　 　山梨県後期高齢者医療広域連合
　②電子メール　　kouho@yamanashi-iryoukouiki.jp
■表彰内容　広域連合長賞
　　　　　　（賞品：山梨県特産品1万円相当）等
■問い合せ先　山梨県後期高齢者医療広域連合　総務課
　　　　　　　　℡ 055-236-5671 
　詳細は広域連合のホームページをご覧ください。 　　　
　　　　　　http://www.yamanashi-iryoukouiki.jp/

■日時　10月4，5，6，7日　午前9時30分～午後4時
■会場　都留市「楽山公園」
■定員　20人
■対象者 シルバー就業を希望する原則60歳以上の方
■受講料　無料　■締切日　9月6日

■日時 １０月１日（土）午前９時～１１時３０分
■場所　山梨県富士山科学研究所周辺
■対象　県内の小学生とその保護者　　■参加費　無料
■定員　３０名（保護者含む）
■内容　剣丸尾の森を探検し、植物や動物の特徴、溶岩樹
　　　　型など富士北麓地域の自然を学習します。
■申込み　9月1日（木）～
　　　　　午前9時～午後5時電話にて受付（先着順）

●問合先　富士ふれあいの村まつり運営委員会　℡72-5533

富士ふれあいセンターからのお知らせ

●問合先　℡72-6203

山梨県富士山科学研究所より

●問合先　山梨県後期高齢者医療広域連合　総務課

　℡055-236-5671

「健康の秘訣、若さの秘訣」川柳募集

●問合先　山梨県シルバー人材センター連合会

　℡055-228-8383

植木管理講習会

●問合先　山梨県体育協会 富士北麓公園管理事務所

　℡24-3651

北麓ジュニアスポーツフェスティバル
　　　　　フットサル大会

●問合先　忍野村役場企画課　℡0555-84-3111

富士五湖広域住民交流
　　「ふるさと感謝祭」参加者募集

第２１回　富士ふれあいの村まつり

「秋の富士北麓自然親子観察会」
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■場所　富士吉田市民会館　3階会議室
■対象　女性（お子様連れ可）　無料
■内容　子どもの教育費や住宅ローンなどFPによるママの
　ためのマネーセミナーと、在宅ワークや起業をしているママ
　による外勤が難しい女性のためのトークセミナー。

　富士聖ヨハネ学園では「おいでよここに！みんなのヨハネ祭
り」をテーマに第４０回ヨハネ祭を開催いたします。皆様のご
来園を、心よりお待ちしております。
■日時　９月２５日（日）（雨天決行）　
　　　　午前１０時～午後２時
■場所　忍野村　富士聖ヨハネ学園
■内容　学園紹介・模擬店・バザー　その他催し物など

　法の日週間が１０月１日から始まります。この週間にちなん
で、富士吉田簡易裁判所管内調停協会は、調停相談会を開き
ます。　・交通事故による損害賠償・土地、建物などの貸し
借り・貸金・約束手形金の取り立て・山林、宅地等の境界争い
・扶養、離婚、相続問題・家庭内のもめごと・サラ金等の多
数金融会社からの借金整理・通行権の問題・隣地との争い・
その他　以上に掲げたようなことで困っている方は、相談に
お出かけ下さい。相談は無料です。秘密は固く守ります。
■日時　１０月１９日（水）午前１０時から午後３時まで
■場所　富士吉田簡易裁判所

■日時　10月2日（日）10時～15時（受付は14時まで）
■場所　甲府市丸の内１丁目１番18号　甲府合同庁舎
■相談員　法務局職員、公証人、司法書士、土地家屋調査
　　　　　士、人権擁護委員
■相談内容　土地・建物の相続の登記や抵当権の抹消の登
　記に関すること、会社・法人の設立の登記や役員の変更の
　登記に関すること、隣地との筆界に関すること、いじめなど
　の人権問題に関すること、地代・家賃の供託に関すること、　
　遺言等公正証書作成に関することなど
■相談時間　１人３０分程度とします。
■その他　相談は無料ですが予約が必要です。予約は法務
　局総務課で受け付けます。相談内容は秘密にし固く守ります。

　くらしやビジネスの困りごと・悩み事をお聞かせください。
手続きの専門家　行政書士　が無料で相談に応じます。
■日時　１０月１５日（土）１０時～１６時
■会場　県内５会場　富士山駅ビルショッピングセンター　
　Q-STA（富士吉田市）、ぴゅあ総合（甲府市）、夢わーく山
　梨（山梨市）、若草生涯学習センター（南アルプス市）、長
　坂農村環境改善センター（北杜市）
■相談内容　遺言・相続、契約書作成、
　　　　　　戸籍、営業許認可等

第４０回ヨハネ祭開催第４０回ヨハネ祭開催
●問合先　富士聖ヨハネ学園　℡ 23-5155

無料調停相談会開催無料調停相談会開催
●問合先　富士吉田簡易裁判所　℡ 22-0573

全国一斉！法務局休日相談所開設全国一斉！法務局休日相談所開設
●問合先　甲府地方法務局総務課　℡ 055-252-7151

行政書士による無料相談会実施行政書士による無料相談会実施
●問合先　山梨県行政書士会　℡ 055-237-2601

ゆるキャラ®グランプリ2016にエントリー中です！！
富士河口湖町キャラクター が

 

平成2８年１０月２４日（月）１８時まで投票期間

ゆるキャラグランプリの投票は、パソコンやスマホ等から

ＩＤ登録していただくと簡単にできます！

ＩＤ登録後は、１日１票投票することができます！

ゆるキャラグランプリ２０１6 で検索

エントリーNo.603 ★「ふじぴょん」に、１日１票の投票をお願いします！！

●問い合わせ先　富士河口湖町役場　政策財政課 政策調整係　　電話　０５５５－７２－１１２９

ＱＲコードでも
簡単にアクセス
できます！

みんなの応援
待ってるぴょん!

®



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報9

　ぐるり富士山風景街道では、富士山麓の環境・景観保全、
利用マナーの向上と啓発を目的に、10月を清掃活動月間と
し、山梨・静岡両県で住民、行政、地域の企業や民間団体が
一体となって、富士山をぐるりと巡る道路（県道・市町村道・
林道等）を清掃します。
　この清掃イベントに参加登録し、10月の清掃月間に自主的
に地域で清掃活動などの環境・景観保全活動を行う団体を
募集するほか、10月1日には、富士山周辺自治体のゆるキャラ
も参加し、キックオフセレモニーを開催、続いて重点区域清掃
を実施、ボランティアとして参加する個人・団体を一般募集し
ます。
■日時　10月1日（土）午前9時00分～午後12時00分
　　　　（キックオフセレモニー　9時～9時半）
■集合場所　道の駅なるさわ
■内容　清掃活動（重点区間：国道139号、138号）
■申込期限　個人参加者は9月20日まで

　薬物・アルコール依存症回復施設富士五湖ダルクは9月に7
周年を迎えます。多くの出会いに支えられ、おかげさまで新た
に生き直す道が開けました。今年1月に開設した指定宿泊型
自立訓練（生活訓練）事業所「グレイス・ロード富士サポート
センター」とともに、地域の皆様への感謝を込めて、フォーラ
ムを開催いたします。この催しが、依存症という病気への理解
を深める機会となり、また地域におけるネットワークづくりの
きっかけとなるよう願っています。
■日時　9月10日（土）午前10時～午後4時30分まで
■場所　富士吉田市民会館小ホール　■参加費　無料
■内容　・講演I「福祉…とは何ですか」　
　　　　　　NPO法人勇気の翼インクリュージョン理事長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　細川佳代子氏
　　　　・講演Ⅱ「依存症の正しい理解と回復支援」 
　　　　　　埼玉県立精神医療センター副病院長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　成瀬暢也氏　
　　　　・講演Ⅲ「ダルクの役割」　
　　　　　　　　　　 ダルク創設者　近藤恒夫氏　ほか

　新鮮な野菜、おいしいごはん、クラフト品など地域で愛さ
れるものを集めた「富士山マーケット」。手作り体験、飲食ス
ペース、子供たちが遊べるコーナーもあります。ぜひお誘い合
わせてお越しください。
■日時　9月25日(日)　午前10時～午後3時
■場所　丸統青果市場  (富士吉田市 上吉田872-1)

　富士吉田市文化祭参加行事として計画を立てました。郡内
地域の皆様方、ふるってご参加くださいますようご案内申し上
げます。毎回応募者が多く早めに締切っています。早めの申
し込みよろしくお願い申し上げます。
■日時　 10月30日　8時30分　富士吉田市役所玄関集合
■行程　8：30・富士吉田市役所玄関・はじめの会～福昌寺
　　　　・今堰～暮地の坂・山の神・浅間神社～昼食～砂鉄
　　　　の山・祖霊社・神明社などの見学～富士吉田市役所
　　　　（解散14：00） 
■持ち物・服装など　弁当、水筒、運動靴、帽子、雨具、筆記
　　　　　　　　　 用具等
■費用・保険その他　２００円　■定員　20名　少雨決行

■日時　10月1日（土）　12時30分～15時
■場所　ふじさんホール（富士吉田市緑ヶ丘2-5-23）
■実施内容

　

■概要　アルピニスト　野口　健　氏による講演
■テーマ　『富士山から日本を変える』

■概要　「世界遺産」と「おもてなし」をテーマに、日光・富
　岡・静岡・富士宮と共に、観光従事者・高校生・ボランティ
　ア団体また青年部員など、世界遺産の地で観光に従事して
　いる方・他の模範となるような取り組みをしている方に世界
　遺産の課題や、おもてなしへの取り組みなどについてディス
　カッションして頂き、地域団体同士の交流を促す。

　河口湖スキークラブでは、ジュニア部員を募集しています。
興味のある方はお気軽に活動説明会へ参加してください。
活動説明会
■日時　9月8日（木）午後7時30分から
■場所　富士河口湖町中央公民館　第２研修室
■ジュニア部員対象者　小学１年生から中学３年生
■活動日　スキーシーズン中の毎週末

　
■日時　9月13日（火）　午前10時～12時

ぐるり富士山風景街道一周清掃 2016ぐるり富士山風景街道一周清掃 2016
●問合先　NPO富士山クラブ　℡ 20-4600

メール: gururi223@fujisan.or.jp

ママが知りたい3つのお金のこと ×
　おうちで働くママ達に会ってみよう♪
ママが知りたい3つのお金のこと ×
　おうちで働くママ達に会ってみよう♪

●問合先　おうち収入アドバイザー 友野雅代　
℡ 090-7710-2389　

富士五湖ダルクからお知らせ富士五湖ダルクからお知らせ
●問合先　富士五湖ダルク ℡72-9760

上暮地地区歴史植物散歩講座上暮地地区歴史植物散歩講座
●問合先　℡080-1106-3502（天野）

世界遺産おもてなしサミット世界遺産おもてなしサミット
●問合先　富士吉田商工会議所　℡24-7111

河口湖スキークラブ　ジュニア部員募集河口湖スキークラブ　ジュニア部員募集
●問合先　河口湖スキークラブ（上田） ℡ 090-8842-0042

第7回 富士山マーケット第7回 富士山マーケット
●問合先　富士山マーケット実行委員会 ℡050-3709-2236

富士五湖ダルク感謝フォーラム＆グレイス・ロード
富士サポートセンター開設フォーラム

お子さんと一緒にスキーを楽しみましょう

（１）基調講演

（２）世界遺産おもてなしサミット

（３）物産展
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9月9日は「救急の日」
9月４日(日)～10日(土)までは「救急医療週間」です。

～救急医療の適正利用をお願いします～

　救急医療の利用について、急でない傷病での利用や救急車をタクシー代わりに利用するなど
不適正な利用が問題になっています。富士五湖消防本部では、平成２７年度の管内における救
急車の搬送件数のうち、半数以上が軽症者でした。不適正な利用が多いと、本来救急対応が必
要な患者への診療が遅れてしまい、助かる命を助けることができない可能性があります。

◎救急車の不適正利用について

　「コンビニ受診」と呼ばれる、比較的軽い症状の患者さんが安易に夜間や休日の救急外来を利用する現象が問題と
なっています。医師の負担も増加し、県内では救急外来を取りやめた医療機関も出ています。

◎「コンビニ受診」をやめましょう

　１．昼間の診療時間内に受診しましょう
　２．かかりつけ医を持ちましょう
　３．本当に必要なときに、救急車や救急医療機関を利用するようにしましょう。

◎救急医療を必要とする人のために

富士・東部保健福祉事務所・富士河口湖町

連絡先

ケガや病気になったら…

軽い症状

いる 行けるいない 行けない

かかりつけ医が
いるか?

どこに行けば
いいのか
わからない

普段から気軽に健康状態を
相談できる関係が大切

救急車を正しく
利用しましょう!

救急病院まで自分で
行くことができるか?

重い症状

かかりつけ医に
相談する 直接119番!

山梨県救急医療情報センターなどに電話しましょう!
山梨県救急医療情報センター 　☎0555-224-4199
富士五湖消防本部　　　　　 　☎0555-23-4444

次のような心がけをお願いします。

救急車を必要とする人がいます!救急車を必要とする人がいます!
救急車の出動件数が増加しており、
その内の半数以上は軽症者でした。

このままでは、

助かる　 を
助けることができません!

命命助かる　 を
助けることができません!

命命
軽
症
者

中
等
症

重症・死亡

H27 救急車出動件数
(富士五湖消防)
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「粗大ごみの拠点収集」の場所と日程についてお知らせします。
環境課からお知らせ

　小型廃家電（９４品目）の受け入れは、船津のリサイクルセンター、河口のリユースセンターで随時実施して
おりますので、併せてご利用ください。

１０月４日（火）　小立・船津地区会場 １０月６日（木）　大石地区会場

１０月１８日（火）　勝山・大嵐地区会場１０月１３日（木）　足和田地区会場

駐車場

足和田出張所至 元気丸

会 場足和田リサイクル
センター

足和田リサイクル
センター

１０月２０日（木）河口地区会場 １０月２７日（木）　船津東地区会場

湯口方面 馬場川方面

若彦路
馬場久保バス停

若彦路

改良区

馬場久保バス停 会場

R137R137
まえふじ

グラウンド
鐘突堂グラウンド駐車場　

ファミリー
マート

会 場

役場入口 中央公民館 図書館駐車場

職員駐車場河口湖消防署

駐車場 会 場

自由広場

河口支所 神社
至 大石方面　

会 場

勝山保育所

勝山ふれあいセンター
駐車場

会 場

祝休日除く平日９～１６(昼除く)、土曜日９～１１　　河口じん芥処理場

共通：受付時間　午前８:３０～１１：３０までに持ち込んでください。

毎月第２土曜日　　河口湖（船津）リサイクルセンター　の駐車場内

支援事業様子

　粗大ごみの収集は、一昨年まで年に１回ごみステーションで収集を行ってきま
したが、ごみの増加や、ステーション周囲の迷惑や交通量の増加により収集に伴
う危険回避のため、また他市町村の多くが粗大ごみの処理を有料で行っているこ
とから、町外からの持ち込みや、事業系のごみが大量に見受けられる為変更しま
した。町内６か所での拠点収集とし、４月、１０月の２回とします。
そのほか船津リサイクルセンターで毎月第２土曜日に収集するほか、河口のじん
芥処理場への持ち込みも受け付けています。又拠点収集化に伴い「収集支援事
業」も28年10月に支援事業の希望を受け付けます。（申し込みは、10月27日までに環境課72-3169に相談下さ
い。）
　なお、粗大ごみの拠点収集は、一般家庭から排出されるものに限ります。事業活動により発生した粗大ごみは有料
処理となり、事業者が河口のじん芥処理場に持ち込んでください。

拠点収集写真 通行障害だった様子

詰 

所
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

 
○時間帯：月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
○場　所：中央公民館1階
○対　象：お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方

「困っていること悩んでいること相談してみませんか」教育相談の御案内 連絡先
富士河口湖町立教育センター

 TEL８３－３０２２
E-mail

ed-center@kawaguchiko.ne.jp

……… ………

教育センターだより

富士河口湖町スポーツ推進事業富士河口湖町スポーツ推進事業
富士山
総合型

地域スポーツクラブ

クラブクラブ

富士山富士山

“鮮明によみがえる戦国時代の富士山麓の歴史”
第５回 「『勝山記』から読み取る戦国時代の富士山」

　町内勝山の冨士御室浅間神社に伝わる『勝山記』は歴史をつづった年代記で、特に戦国時代の約100年間の富士北麓地域の出来
事が詳しく記録されており、500年前の歴史を鮮明に伝える貴重な史料です。他の地域では例のない、極めて詳細に歴史を物語る資
料として山梨県の有形文化財に指定されています。法華宗の僧侶が詳細に書き綴った様々な記録の中には富士山信仰に関するも
の、領主の動向、災害なども含まれております。『勝山記』の記録の中から富士山信仰や災害を紐解き、戦国時代の富士山麓の歴史
に迫ります。

日　時：平成28年9月21日（水曜日）　午後７時～午後９時
会　場：富士河口湖町中央公民館　２階　視聴覚室　講師：杉本悠樹（文化財担当）
参加費用：無　料（申込み不要・どなたでも参加できます）　　
定　員：40名　１回の講座のみの受講もできます。
※内容、会場（部屋）は都合により変更になる場合があります。ご了承ください。

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

「富士山 ～地域の誇り・世界の宝～」

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

休講になることもございますのでお問い合わせください！

申込方法

申 込 先

メールまたは電話にてお申込み下さい。メールの方は受信設定をお願いします。
①参加希望プログラム　　②氏名（ふりがな）　　③電話番号（携帯番号）
総合型地域スポーツクラブ　クラブ富士山　　　club223@lcnet.jp　☎72-4772

★詳細は町ホームページをご覧ください。
http://www.town.fujikawaguchiko.lg.jp

富士山月例マラソン

ラテンダンスフィットネス ＺＵＭＢＡ

体幹トレーニング【昼の部】
期　日　9/7・14、10/5・12・19　水曜日
時　間　午前10：30～11：30　　場　所　町民体育館

体幹トレーニング【夜の部】
期　日　9/5・12・26、10/3　　月曜日
時　間　午後8：00～9：00　　　場　所　中央公民館

子どもから大人までが楽しく走るマラソンです。
競技志向のマラソンではありません。少人数でアットホーム！

期　日　１０/８ 土曜日＊雨天中止   時　間　10：30スタート
場　所　勝山小海公園　　　　　　持ち物　飲み物
部　門　個人の部　【1㎞、2.5㎞、5㎞、7.5㎞、10㎞】
登録料　500円（初回のみ）
参加料　大人500円／回・小人300円／回

期　日　9/8・15・29、10/6・13・20　木曜日　
時　間　午前10：30～11：30
場　所　町民体育館　　　  持ち物　上履き、タオル、飲み物
参加料　600円／回

………………………………………………………………

………………………………………………………………
持ち物　ヨガマット、飲み物　　　参加料　600円／回

　９月は、小学校は運動会、中学校は学園祭と、大きな行事が控えています。どの子も行事を成功させようと目い
っぱい頑張ります。行事をとおして、精神的成長も著しいものがあります。是非、活躍の大小ではなく、お子さんが
生き生きとしている姿を見てあげてください。そして、親子ともども成長を喜び合いたいものです。
　しかし、大きな行事の後は、ともする大きな喪失感に襲われ、目標を失い、進むべき道に迷ってしまったような
言動がみられることもあります。
　お子さんの迷いに気付いても、どうしたらよいか分からないこともあるのではないでしょうか。そんなとき、一人
で悩まないで声をかけてください。一緒に考えさせてください。
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みなさんのやる気を応援します!

「子から親へのメッセージ展」
　　　　9月26日（月曜日）～10月1日（土曜日） まで展示期間

生涯学習課　℡72-6053皆さんのお越しをお待ちしています。

～最高の一日を迎えるために～

★成人式実行委員大募集★★成人式実行委員大募集★★成人式実行委員大募集★
富士河口湖町では平成28年度成人者のつどいに向けて、さまざまな企画を提案・運営して下さる皆様を募集します。

お友達同士でのお申し込み大歓迎！！
9月下旬に第１回実行委員会を予定しています。まずはお気軽に生涯学習課までご連絡下さい。
教育委員会サポートのもと、一生に一度の成人式を自分たちの手でつくり上げてみませんか？

★お問合せ★　＜生涯学習課＞　電話：72－6053　　Eメール：syougai@town.fujikawaguchiko.lg.jp

【成人式日程】
平成2９年1月８日（日）予定

【対　象　者】
今年度成人式を迎える1996年4月2日から1997年4月1日生まれの方

中央公民館
ロビー展示

※毎週日曜日は休館日です。土曜日は利用予約がない場合は閉館しておりますのでお問い合わせ下さい。
※9月24日までは「わが家のおかず」作品展をしています。

小立地区公民館まつり
9月2５日（日）午前10時～
小立小学校体育館で実施します

※駐車場が少ないためできるだけ乗り合わせでご来場ください。
多くの皆様のご参加お待ち

しております♪
多くの皆様のご参加お待ち

しております♪ わくわく楽しいお祭りを満喫しま
しょう♪

わくわく楽しいお祭りを満喫しま
しょう♪

富士河口湖町の青少年活動
平成28年度子どもクラブ別球技大会
7月31日（日）晴天の中町民グラウンド・町民体育館にて
子どもクラブ別球技大会が開催されました。
本大会も町ソフトボール協会。町ママさんバレーボール連絡協
議会の皆さんに審判員としてご協力をいただきました。ありが
とうございました。

優勝：破風山チーム　2位：湖南町チーム　3位：七本杉チーム
ソフトボール

優勝：破風山チーム　2位：勝山チーム　3位：赤とんぼチーム
ソフトバレーボール

健康増進課企画 保育所年長児の絵画の作品展です。

アーティフィシャルフラワー教室アーティフィシャルフラワー教室アーティフィシャルフラワー教室
　アーティフィシャルフラワーとは、生花をリアルに再現し、
生花にはない美しさを表現した造られた花です。
　今回は多肉植物を使ったハロウィンレッスンを行います。

ハロウィンアレンジ

日　時　9月28日（水）
　　　　①13：30～　②19：00～
　　　　どちらかお好きな時間をお選びください
場　所　中央公民館
定　員　15名（3名以上で開催）
材料費　2000円
持ち物　持ち帰り用の袋
講　師　The Monte　
　　　　山口沙季先生・嶺山裕紀枝先生
申込み締切　9月21日（水） 17：00

花材は当日2種類から選べます。
花材や花器は変わる場合がございます。ご了承ください。
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平成28年 9月4日～10月8日の予定表

☆乳幼児対象☆☆小学生対象☆

☆乳幼児対象☆

第２・４日曜日と
祝祭日が

休館日です！！

＜休館日＞
9月1１・19・22・25日

福祉推進課発!!つどいの広場
「つどいの広場」は就学前の親子があつまる場で
す。子ども同士遊んだり、親同士おしゃべりをし
てストレスを解消しましょう。遊びの時間、身体測
定、相談など、お気軽にご利用ください。また、今
年度より妊活中ママや妊婦さん、産後ママのため
の助産師相談が始まります。基本毎月第1金曜日
13:00～15:00です。お気軽にどうぞ！
日時：毎週月・水・金　9:00～12:00　1:00～3:00
※子育て相談・栄養相談・助産師相談・お誕生会も実施
　相談・イベント等の日程についてはカレンダーでご
　確認ください。　　
　  お問い合わせ：福祉推進課 ☎72－6028

つどいの広場の時間をお借りして、
家族のためのリフレッシュタイムを
お届けします。

おやこの日

からだの日

読み聞かせの日

9月12日(月)
親子ストレッチと女性の為のトレーニング
9月21日(水)
「素敵な体幹を育てよう」をテーマに
 プチトレーニング
9月16日(金)
司書さんおすすめの絵本の紹介

　わらべうた、絵本の紹介とベビーマッサージ体
験で赤ちゃんとの癒しのひと時を♥

こどみらマムベビーこどみらマムベビーこどみらマムベビー

日　時：9月１5日(木)　1：30～2:30
対　象：0歳親子（ハイハイ前まで）
持ち物：バスタオル　申込み・参加費：なし 

日 月 火 水 木 金 土

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場リトミック

マムベビー

育児学級

おもちゃ病院

ワイワイくらぶ

つどいの広場
(からだの日)

つどいの広場
(おやこの日)

つどいの広場
(お誕生会)

つどいの広場
(読み聞かせの日)

親子ふれあいB

親子ふれあいA
（さくやホール）

親子ふれあいA

親子ふれあいA

つどいの広場

親子ふれあいB
（さくやホール）

funfunくらぶ

funfunくらぶ

クラブ富士山ズンバ

つどいの広場

つどいの広場
PM助産師相談

おもちゃ病院

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ
キッズ＆ママ

キッズ＆ママ キラキラビクス

キッズ＆ママ

クラブ富士山バレエ

つどいの広場

リトミック
キッズ＆ママ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山

ＡＭプラレール まんまるカフェte to te 
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te to te 
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PＭつみき
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funfun ミニ運動会！funfun ミニ運動会！funfun ミニ運動会！

funfunくらぶfunfunくらぶfunfunくらぶ

○いずれも11：００スタートです○
♪月・水・金以外もプレイルームは自由に遊べます♪

① 利用の際は必ず入館票を記入し、窓口に提出してください。
② 自分の荷物は自己責任で管理してください。
③ 館内は飲食禁止です。くつろぎルームでおねがいします。
④ ごみの持ち帰りにご協力をお願いします。
⑤ 帰る際は必ず『帰る名簿』に記入し、スタッフに一声かけてください。
※体調不良の場合や、家族に感染者がいる場合、学級閉鎖や学年閉鎖の時には
　利用をご遠慮ください。ご協力をお願いします。

利用
方法の再

確認をお願いします

　小学生のみんな！体をいっぱい動かす＆お
もしろくて大満足な運動会だよ！

　活動的になる2歳を迎える親子に贈るお
楽しみの時間を9月から始めます。月に一回
　3月まで定期的に行いますので対象の方
は、ぜひどうぞ！

　ハロウィングッズを作っちゃおう！ お家に
かざれるスペシャルなクラフトだよ！

日　時：１０月８日(土) ２：００～３：３０
参加費：申込み：定員：なし　
持ち物：汗ふきタオル、のみもの

＊動くので、はだしになれるような
　準備でお願いします！

funfun クラフト
ハロウィンスペシャル
funfun クラフト
ハロウィンスペシャル
funfun クラフト
ハロウィンスペシャル

te to te
～てとて～
te to te
～てとて～
te to te
～てとて～

日　時：１０月１日(土) ２：００～４：００
参加費：200円　　定　員：15人
持ち物：はさみ、のり、セロハンテープ
申込み：9月10日(土)１０：００～

日　時：９月６日(火)、10月5日(水)
　　　１０：００～１０：４５
参加費：持ち物：申込み：なし
対　象：H２６．４．２～H２７．４．１生まれ
内　容：リズム遊び・新聞紙・育児のプチ情報

子ども未来創造館は
今年で10周年です

★ ★

　小学4・5年生が生まれたころ、子ども未来
創造館は創られ、開館しました。あれから10
年。さまざまな方に支えられ、素敵な方々に
利用していただいて、イベントや教室も充実
してきました。皆様に育てられている【子ど
も未来創造館】です。館をより良くするアイ
デア等ありましたらスタッフへお伝えくださ
い。次の10年に向かって、これからもよろし
くお願いします。

問い合わせ先　☎72-6053

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動して下さい。

※館内ではゲーム機・カードゲームを使って遊ぶこ

　　とができません。ご理解・ご協力をお願いします。

※教室・イベントに参加していただいた写真をお便

　　り等に掲載させていただくことがあります。

　　ご了承下さい。

　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の
　　電話を使用することが出来ます。気軽に声をか

　　けて下さい。

✆

☆12時から1時までは閉館です☆

月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間

休館日

休館日

休館日 休館日
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生涯学習館生涯学習館生涯学習館
開館時間　平日 9:30～19:00/土・日   9:00～17:00

l ibrary@fujikawaguchiko.ed.jphttp://www.fuj ikawaguchiko.ed.jp
0555-73-1212　　　0555-73-1358生涯学習館問い合わせ

◎本館読み聞かせ◎◎本館読み聞かせ◎

9月27日（火）うさぎのおやこ
9月13日（火）ブラウンベア(えいご)

9月10日（土）
9月24日（土）

エトワールの会
パパのえほんタイム

●幼児～小学生低学年対象〈13:30～〉

●0・1・2・3歳対象〈10:30～〉

各図書館のおはなしくらぶ各図書館のおはなしくらぶ
9月の予定

大石・河口

上九一色

20日　河口3時5０分～
　　　  大石４時４５分～

15日　３時３０分～

火・木曜日

月～金曜日

午後3時～6時

午前8時30分～5時

分館 読み聞かせ 開館日 開館時間

（12時～1時は閉館）

P

小学生までのお子さんが　　 のある講座に参加すると、おはなし王国へのポイント年間合計に1講座２ポイント加算されます。　P

※課題本は図書館で用意いたします。

第115回読書会第115回読書会第115回読書会
1冊の本から見える、いろんなキモチ。

日　時：９月２４日（土） 午後２時～

場　所：生涯学習館　学習室１

課　題：「鷲は舞い降りた」

　　　　　　　　　ジャック・ヒギンズ 著

毎週月曜日休館
22日(木)祝日、30日(金)は、
館内整理日のため休館になります。

P

P

図書館脱出ゲーム図書館脱出ゲーム図書館脱出ゲーム
制限時間内にクイズを解いて図書館から脱出しよう！

日　時：１０月１０日（月）１０時～

対　象：小学３年生以上

定　員：２０名

※8月に引き続き9月の平日の開館時間を午前9時30分からとします。

ぬいぐるみおとまり会おとまり会
　大好きなぬいぐるみとおはなし会に参加して1日ぬい
ぐるみは、図書館におとまりをします。
　次の日に、ぬいぐるみのおとまりの様子の写真と絵本
を1冊(貸出)をお渡しします。
日　時：９月１７日(土) 午後２時～

　　　  ９月１８日(日) ぬいぐるみのお迎え

場　所：生涯学習館　おはなしのへや

対　象：幼児～小学校低学年

定　員：２０名

※ぬいぐるみは、お一人１体でお願いします。

夏のイベントのようす夏のイベントのようす夏のイベントのようす

夏の夜のおはなし会
　年に１度の子どもたちのおたのしみ。夜の図書館をひ
とまわりしておはなしのへやへ。9つのおはなしをして、
夜の特別貸出。参加30名でした。

げんキッズくらぶ
　本が大好きな小学生グル
ープのげんキッズ。
６月にいもまきをして、８月
に収穫。
収穫したいもでカレーを作
りました。今回の参加は８
名でした。
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町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

か
ぶ 

き

ひ
ょ
う
じ
ろ
う

こ
は
ん

ゆ
う
し

せ
っ
た
い

み
こ
し
じ
ゅ
ん
こ
う

じ
ょ
う
と
う
し
き

な
お
ら
い

し
ゅ
ん
こ
う

お
そ

ふ 

た
ん

ご 

ら
ん

い
と
ぐ
ち

し
っ
ぴ
つ

し
の
は
ら
た
け
る

ぐ
う 

じ

ひ
ろ
し

き
ょ
う
じ

い
た
だ

し
ゃ 

い

い
っ
た
ん

と
ど
こ
お

う

こ
ろ
び

い
し

え
い
こ
う

う

ぶ

や

が

さ

き

か
ま
く
ら
お
う
か
ん

お
い

さ
か
ご
え

こ
う
り
つ
て
き

り
く 

あ

あ
ざ
め
い

わ
か
ま
つ
や

か
め
き
ち

そ

う

そ

ふ

お

み

き

さ
ん
さ　

ろ

か

し

む
ぎ  

ゆ

ば
っ
さ
い

こ
う
じ
え
ん

た
て 

か

へ
ん
ね
ん
し

し
ん
ず
い

そ
ん
し
ょ
う

じ
ゅ
う
じ

お
お

す
み

ま
で

こ
し
べ
ん
と
う

じ 

さ
ん

た
い
な
い

へ
ん
そ
う

か  

そ
う

け
い 

き

こ
び
き
う
た

う
た

に
ぎ

く

づ

き
じ
ゅ
つ

か

な
か
の
ち
ゃ
や

か
な
ど
り
い

あ
か
さ
か

ど
う
か
わ
ら

か
た

き　

そ

や　

ね　

じ

み
と

も
ん
ち
ゅ
う

つ
ら
ぬ

こ
と

む
ね

か
さ 

ぎ

ぬ
き

か
ぶ

さ
き
や
ま
に
ん
ぷ

も
と

河
口
浅
間
神
社
大
鳥
居
用
材
の
伐
出
し
と
運
搬

　
―
大
正
九
年
縁
年
―
（
二
）

か
わ
ぐ
ち
あ
さ  

ま 

じ
ん 

じ
ゃ
お
お
と
り 

い  

よ
う
ざ
い      

き
り  

だ             

う
ん
ぱ
ん

え
ん
ね
ん

　

前
月
号
に
続
い
て
、
本
月
号
で
は
河
口
浅
間
神
社
大
鳥
居

用
材（
以
下
用
材
）の
伐
出
し
と
運
搬
の
様
子
を
、
前
月
号
に

掲
載
し
た
河
口
村
「
大
正
九
年
度
事
務
報
告
書
」
に
基
づ
い

て
再
現
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

（
大
正
九
年
）
八
月
三
十
日
に
神
社
で
は
冠
木
の
伐
採
の

た
め
先
山
人
夫
を
連
れ
て
富
士
山
へ
入
山
し
て
い
る
。

　

冠
木
は
門
柱
の
上
部
を
貫
く
横
木
で
、
笠
木
と
異
な
る
旨

の
説
明
が『
広
辞
苑
』に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
笠
木（
と
貫
）の

意
味
と
考
え
た
い
。と
い
う
の
は
、
こ
の
時
の
建
替
え
に
つ

い
て
、「
河
口
浅
間
編
年
史
」（
注
４
）は
、
縁
年
祭
の
神
髄
は

大
鳥
居
の
建
替
え
で
あ
る
が
、
こ
の
時（
大
正
九
年
）、
鳥
居

に
は
損
傷
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
屋
根
地
を
新
し
い
物
に

替
え
、
銅
瓦
を
被
せ
、
基
礎
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
る
工
事
を

実
施
し
た
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。な
お
、
先
山
人
夫

は
河
口
で
は
伐
採
に
従
事
す
る
人
の
意
味
で
使
わ
れ
た
と

い
う
。

　

一
日
置
い
た
九
月
一
日
、
十
五
才
以
上
の
男
子
は
腰
弁
当

持
参
で
伐
採
し
た
用
材
の
引
き
下
ろ
し
に
従
事
し
て
い
る
。

「
船
津
村
の
上
迄
引
き
来
た
り
」と
あ
る
の
で
、
こ
の
日
は
大

隅
（
炭
）
山
か
ら
船
津
村
の
上
部
ま
で
引
き
下
ろ
し
た
こ
と

に
な
る
。「
船
津
村
の
上
」
が
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
記
述

を
欠
く
た
め
、
ど
の
道
を
通
っ
て
船
津
の
ど
の
辺
へ
引
下
ろ

し
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
経
路
と
し
て
は
、
中
ノ
茶
屋
・

船
津
胎
内
・
船
津
登
山
道
経
由
の
道
と
中
ノ
茶
屋
・
吉
田

口
登
山
道
・
上
吉
田
・
金
鳥
居
・
赤
坂
経
由
の
道
の
二
ル

ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
現
時
点
で
は
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。

　

明
く
る
二
日
は
女
性
も
引
き
出
し
に
加
わ
っ
て
い
る
が
、

変
装
し
た
り
、
仮
装
し
た
り
す
る
人
が
出
た
り
、
材
木
を
運

搬
す
る
際
景
気
付
け
の
た
め
歌
わ
れ
る
木
遣
歌
が
唄
わ
れ

る
な
ど
、
船
津
村
は
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
述

か
ら
分
か
る
。大
勢
の
人
が
繰
り
出
し
た
わ
け
だ
が
、
渡
辺

兵
次
郎（
若
松
屋
の
人
）、
笠
井
亀
吉（
現
河
口
屋
の
曽
祖
父
）、

商
業
組
合
か
ら
は
御
神
酒
、
菓
子
、
麦
湯
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
っ
た
と
い
う
。こ
の
日
は
船
津
の
三
叉
路
を
通
っ
て
湖
畔

ま
で
運
び（
注
５
）、
そ
こ
か
ら
は
河
口
湖
に
浮
か
べ
て
、
転

石
ま
で
曳
行
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。

　

用
材
を
河
口
湖
か
ら
陸
揚
げ
し
た
の
は
転
石
で
あ
っ
た

わ
け
だ
が
、
私
は
こ
の
転
石
は
浅
川
の
字
名
に
あ
る
転
石

（
こ
ろ
び
い
し
）と
考
え
て
い
た
が
、河
口
在
住
の
林
宏
氏
か

ら
、
河
口
湖
美
術
館
前
の
旧
国
道
一
三
七
号
付
近
を
「
こ
ろ

び
し
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
情
報
を
頂
く
こ
と
が
で

き
た
（
注
６
）
。

　

確
か
に
浅
川
の
転
石
で
は
当
時
ト
ン
ネ
ル
の
な
か
っ
た

産
屋
ケ
崎
は
鎌
倉
往
還
の
追
（
老
）
坂
越
で
運
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
林
氏
の
云
う「
こ
ろ
び
し
」に
陸
揚

げ
し
た
方
が
は
る
か
に
効
率
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

翌
三
日
も
男
女
総
出
で
転
石
か
ら
神
社
先
ま
で
引
き
出

し
を
行
い
、
午
後
七
時
に
神
社
先
に
到
着
し
た
と
あ
る
。出

発
時
刻
は
記
が
な
く
不
明
で
は
あ
る
が
、「
こ
ろ
び
し
」
か

ら
の
引
き
出
し
だ
と
す
る
と
、
午
後
七
時
の
神
社
先
到
着
は

少
し
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
の
よ
う
に
思
え
る
。そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
浅
川
の「
こ
ろ
び
い
し
」か
ら
追（
老
）坂
越
の
ル

ー
ト
を
と
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、ど
う
で
あ
ろ
う
か（
注
７
）。

　

「
有
志
の
接
待
」
を
受
け
な
が
ら
の
引
き
出
し
と
あ
る
の

で
、
現
在
の
孫
見
祭
り
の
神
輿
巡
行
の
様
子
に
そ
の
一
端
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

か
く
て
河
口
村
住
民
総
出
の
大
隅
（
炭
）
山
か
ら
浅
間
神

社
ま
で
の
三
日
が
か
り
の
用
材
の
運
搬
は
、
滞
り
な
く
終
了

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

上
棟
式
は
十
一
月
二
十
三
日
に

(

「
河
口
浅
間
編
年
史
」

は
二
十
一
日)

実
施
さ
れ
、
十
二
月
四
日
の
直
会
に
は
八
十

歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
待
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。こ
う
し

て
、こ
の
年
の
縁
年
鳥
居
の
再
建
は
無
事
に
竣
工
し
た
。

　

以
上
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
の
大
鳥
居
再
建
に
つ
い
て
、

鳥
居
用
材
の
運
搬
を
中
心
に
そ
の
様
子
を
再
現
し
て
み
た

が
、
鳥
居
の
再
建
は
六
十
年
に
一
度
の
縁
年
祭
行
事
で
あ
る

か
ら
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
一
生
に
一
度
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

り
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
か
ら
、
地
域
の
住
民
は
負
担
も
多

か
っ
た
と
は
思
う
が
、
船
津
村
住
民
も
含
め
て
こ
の
行
事
を

祝
い
楽
し
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
御
覧
の
よ
う
に
ル
ー
ト
な
ど
不
明
な
点
も
多
い
が
、

河
口
浅
間
神
社
文
書
の
調
査
に
よ
り
解
決
の
糸
口
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

終
り
に
、
前
回
と
今
回
の
二
回
に
わ
た
る
本
報
告
執
筆
に

当
た
っ
て
、
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
篠
原
武
学
芸
員
、

船
津
の
中
村
和
行
宮
司
、
河
口
在
住
の
林
宏
氏
か
ら
ご
教
示

を
頂
い
た
。記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
注
４
）
中
村
寅
蔵
「
奉
献　

河
口
浅
間
編
年
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

    

（
昭
和
三
年
九
月
十
五
日
）

（
注
５
）
笠
井
亀
吉
氏
宅
が
船
津
三
叉
路
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
著
者
の

　
　
　
　

推
測

（
注
６
）
昭
和
三
十
五
年
か
ら
同
三
十
九
年
に
か
け
て
河
口
湖
北
東
岸
の

　
　
　
　

干
拓
工
事
が
施
工
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
河
口
湖
美
術
館
の

　
　
　
　

敷
地
は
湖
の
中
で
、
湖
岸
線
は
旧
国
道
附
近
で
あ
っ
た
。

（
注
７
）
効
率
性
だ
け
を
考
え
れ
ば
渡
船
場
ま
で
曳
行
す
る
方
が
よ
り
効

　
　
　
　

率
的
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

   

（
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会　

会
長　

中
村
章
彦
）

現在の大鳥居。昭和40年（1965）
再建でコンクリート製である。
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〜
こ
の
町
で
つ
な
が
れ
る
喜
び
〜
　
　

　
　
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

「
ひ
ま
わ
り
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

代
表
　
佐
藤
清
隆

地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
必
要
性

外
川
　
満

　
皆
さ
ん
の
地
域
活
動
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？
当
町
の
平
成
二
十
七
年
地

域
に
お
け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
比
率
は
わ
ず
か
３
．３
％
で
す
。ど
う
し
た
ら
こ
の
比
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
必
要
性
を
み
ん

な
で
し
っ
か
り
再
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
み
、
男

女
が
共
に
地
域
社
会
で
の
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
い
と
立
ち
行
か
な
く
な
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。防
災

を
は
じ
め
地
域
の
課
題
に
、
女
性
な
ら
で
は
の「
気
付
き
」や
、「
き
め
の
細
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。観
光
立
町
と
し
て
も「
お
も
て
な
し
」の
現
場
に
お
い
て
、
お
客
様

に
好
印
象
な
女
性
な
ら
で
は
の
ソ
フ
ト
さ
を
男
女
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
当
町
の
地
域
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
是
非
み
ん
な
で
も
う
一
度
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
必
要
性
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
７
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」を
受
講
し
、
今
後
も
意

欲
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
志
を
も
っ
た
人
た
ち
が
、
集
ま
り
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。活
動
を

通
じ
話
し
手
の
方
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
及
び
会
員
相
互
の
友
好
的
関
係
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。活
動
は
、
月
一
回
の
定
例
会
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
ふ
れ
愛
」、
隣
の
小
規
模
多
機
能
型
施
設
「
ゆ
と
り
」
で
傾
聴
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。ま
た
今
後
は
、
近
隣
の
施
設
や
個
人
宅
へ
伺
い
、
活
動
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　「
傾
聴
」
と
は…

人
の
話
に
耳
を
傾
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で

最
も
重
要
な
ス
キ
ル
で
す
。

　
傾
聴
は
、
た
だ
お
話
し
を
聞
く
会
話
と
は
違
い
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
う

も
の
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

７
２-

１
４
３
０

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
だ
よ
り

ふ
じ
サ
ン
サ
ン

ふ
じ
サ
ン
サ
ン

ふ
じ
サ
ン
サ
ン

秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動９／３０（金）は
「交通事故死ゼロを目指す日」

平成２８年９月２１日（水）～３０日（金）

運転者、歩行者ともに交通ルールと交通マナーを守り、交通事故をなくしましょう。 総務課　防災係　℡ ７２-1112

（１）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　 （特に反射材用品等の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）
（２）後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
（３）飲酒運転の根絶
（４）二輪車の交通事故防止

１ 運動の基本 ２ 運動の重点

～災害を体験した方のエピソード～ 「一日前プロジェクト」

内閣府「一日前プロジェクト」　http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/　総務課防災係　℡７２－１１１２

―中国・九州北部豪雨（平成21年7月）―　（宇部市 40代 男性 行政職員）

『前もって避難の方向を決めていた ～山崩れに迷わず避難、命助かる～』　

　あるお宅の話なのですが、ご夫婦でお住まいで、お昼ごろお膳にご飯とおかずを並べて、「さあ、ご
飯食べよう」って言っていたら、山の方で音がしたんですね、ゴーンゴゴーって。「あれ？何でなんだ
ろう？」と思って見たら、まさに山が崩れてきていて、土石流がダーッと押し寄せてきていたのです。
で、「こりゃいけん」と思って、ご主人はステテコとランニング一枚だったんですけど、パッとシャツを
つかんで、奥さんと一緒に道の無い裏山に逃げ込んだんですよ。「何でそっちに逃げたんですか」っ
て聞いたら、「家を建てた時に、何かあったらどこに逃げるか？ひとつは裏山もあるな」とご夫婦で話し合っていたとのこと。
道ばたに車を置いていましたが、そこは土石流の流れる方向にありました。もし道の方に逃げていたら、絶対命はなかったと思
いますよ。
　今自分がどんなところに住んでいて、どういう危険性があるのか、過去に地域でどんなことがあったのかなどをそれぞれが学
んでおけば、そのために何を備えるか、どこに逃げるのかを具体的に考えていくことができますよね。大切なのは、具体的に考え
るということと自分の身は自分で守るという姿勢だと思います。

子どもと高齢者の交通事故防止
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
各
地
域
に
て
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
特
性
を
生
か
し
た
小
地

域
福
祉
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
南
台
や
す
ら
ぎ
会
」
で
は
、
富
士
吉
田
警
察
署
交
通
安
全
課

よ
り
講
師
を
招
き
、交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
近
年
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増

加
を
し
て
い
る
な
か
で
、
夜
間
の
歩

行
中
に
交
通
事
故
に
遭
う
人
が
増

え
て
い
る
こ
と
や
運
転
中
に
操
作

ミ
ス
を
し
た
り
、
安
全
確
認
を
怠
る

ケ
ー
ス
が
事
故
原
因
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　「
富
士
見
町
な
ご
み
会
」で
は
、
富
士
吉
田
警
察
署
劇
団「
よ
し

だ
」を
招
き
、
寸
劇
を
通
し
て
、
電
話

詐
欺
（
振
り
込
め
詐
欺
）
に
遭
っ
た
と

き
の
対
処
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
近
、
電
話
詐
欺
は
と
て
も
巧
妙
な

手
口
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

家
族
と
ま
め
に
連
絡
を
取
り
合
う
こ

と
が
、
最
も
有
効
な
防
止
策
と
い
う

こ
と
を
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
た
。

　「
八
丁
屋
区
福
祉
推
進
会
」で
は
、
子
供
と
高
齢
者
が「
虫
よ
け

ス
プ
レ
ー
」づ
く
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
等
の
精
油
を
容
器
に
混
ぜ
合

わ
せ
な
が
ら
完
成
ま
で
の
短
い
時
間
で

し
た
が
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
丁
屋
区
で
は
、
声
掛
け
運
動

を
推
進
し
て
お
り
、
隣
近
所
、
高
齢
者
世

帯
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
障
が
い
者
の
方

々
に
挨
拶
や
会
話
等
に
よ
り
、
心
地
よ

い
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
富
士
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
」
で
は
、
町
健
康
増
進
課
の

職
員
か
ら
、
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」
は
、
誰

で
も
簡
単
に
で
き
、
歩
く
力
の
向
上
の

他
に
基
礎
代
謝
増
加
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
み
ん
な
で
行
う
こ
と
に

よ
り
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
仲
間
づ

く
り
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
と
て
も
真
剣
に
取
り
組
み
、

体
操
後
に
は
お
茶
を
し
な
が
ら
と
て
も

楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い

善
意
に
支
え
ら
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
自
治
会
・
区
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
皆
様

か
ら
会
費
を
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

近
隣
で
支
え
る
小
地
域
福
祉
活
動

28
年
度
社
協
会
費
の
納
入
お
礼

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催

〜「
交
通
安
全
」を
学
ぶ
〜

〜「
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
」づ
く
り
を
体
験
〜

〜「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」を
体
験
〜

〜「
電
話
詐
欺（
振
り
込
め
詐
欺
）」を
学
ぶ
〜

　
町
社
協
で
は
、
町
内
の
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
今
年
度
も
、

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。内
容
は
、
音
声
で
確
認
し
な

が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
、
情
報
を
音
声
で
入
手
す
る
方
法
等

を
学
び
ま
す
。こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ
ン
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

○
対
象
者
：
町
内
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、

　
　
　
　
　
　
視
覚
障
害
者
１
・
２
級

○
定
　
員 

：
５
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

○
申
込
締
切
日
：
９
月
23
日（
金
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先
：

　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
電
話 

７
２ ―

 

１
４
３
０
）

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　

講
習
会
の
開
催
【
参
加
者
募
集
】

○実施日：下記のとおり
○実施時間：午前９時３０分～１２時
○実施場所：町中央公民館

５日（水）、1３日（木）、2０日（木）

１日（木）

　２日（木）、１０日（木）、１７日（木）、
２４日（木）

10月

11月

12月



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報19

『理解促進研修・啓発事業』
健康科学大学　健康科学部　福祉心理学科　古川　奨

今回の特集は「メリデン版訪問家族支援」についてです。
　前回特集した統合失調症を抱える本人と家族を共に支援しそれぞれのリカバリー（希望や自尊心を持った自立し
た生活）を目指す支援の一つです。今回の記事は2016年5月29日に行われたACTブロック別研修IN札幌の研修
資料を参考資料としています。

メリデン版家族支援とは？

もう少し詳しく

1年10カ月という時間

家族心理教育の発展

日本に導入された家族心理教育は？

心理的・社会的な支援

ヨーロッパや世界各国で普及が進んでいる行動療法に基

づく家族支援の技術です。本人＋家族＋支援者のトライア

ングルを重視し、本人と家族が持つ体験的知識と専門家

の専門的知識を組み合わせて支援を作りだし、本人・家

族のそれぞれの人生を大切にする支援です。専門家が家

庭に訪問し、本人と家族が本来持っているお互いに思い

合う力を生かし、家族で困りごとを解決できるようになる

ことを目指していきます。

支援者（家族支援ワーカーと言われる専門家）が家庭に

訪問し家族とのミーティングの時間を持ち、問題解決の練

習をします。また、支援者がいなくても家族ミーティングが

行える方法の確立を支援していきます。そのためにうれし

い感情の表現や不快な感情の表現などのコミュニケーシ

ョン・スキル・トレーニングを行うこともあります。また教育

ではなく、症状やその影響について家族や本人がどのよう

に考えているのか「情報共有」を行い、再発の危険サイン

とその対処法を本人・家族・支援者で共有し家族の知恵

を取り込んでいくのがこの家族支援の特徴になります。

本人が異変を感じてから精神科医療を受診するまでにか

かる経過の平均期間です。また、精神疾患は初診から病

状が安定するまでに長い時間を必要とします。病状を抱え

る本人のためにも早期受診につながる支援や介入が必要

です。現在でも、本人は辛さを抱えながら、家族も一緒に

辛さや悩みを抱えながらも２０年以上、適切な医療機関

につながることができないで苦しんでいるといった方もい

らっしゃいます。この長い期間にいかに本人支援と家族支

援を充実させていくのかが現在の課題となっています。

１９７０年代、統合失調症を抱える本人と家族のかかわる

時間が長くなると病状が悪化してしまうという研究が発表

されました。ですがイギリスでは、家族が良い関係の築き

方がわからないだけであり、関係のあり方を支援すると良

いと考えられ家族心理教育が開化することになります。家

族心理教育の内容は、統合失調症に関する症状、経過、

治療、社会資源、家族の対応などをわかりやすく学び合う

教育的な部分と、本人の病状や対応で困っていることや

課題に対し家族自身が課題を解決する技能の向上を目

的とする部分が組み合わされたプログラムがあります。

日本では、日本心理教育・家族教室ネットワークが中心と

なり作成した「標準版家族心理教育」というガイドラインが

普及しました。そのため、多くの家族に対して統一した家

族心理教育が全国的に広まります。この功績は大きいも

のですが、統一学習の後にイギリスやアメリカではスタン

ダードに取り組まれている個々の家族に対する家族心理

教育が上手に普及されない現状を引き起こしてしまって

いるとも考えられます。どの家族も同じ家族ではなく、抱え

ている辛さや課題もそれぞれに違います。だからこそ個別

支援に目を向けた家族心理教育の普及が重要となって

います。

精神疾患への対応には薬物療法が一にも二にも大切だ

とされています。もちろん生物学的な視点へのアプローチ

として精神障害の回復には薬物療法が大切です。ですが、

それだけで十分なのでしょうか。「温かいごはん」「居心地

の良い住まい」「安心できる人間関係」を作る心理・社会

的支援の充実があれば被害的な言動は減少します。その

一つの方法になるりうるのが家族支援です。

次回は、富士・東部圏域精神障害者地域移行支援事

業に協力している健康科学大学 健康科学部 福祉心

理学科 齊藤ゼミ・池谷ゼミ・古川ゼミの学生の取組み

からピアサポーターについて特集する予定です。
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～富士河口湖在宅医療推進協議会から～
「節薬バッグ」を活用しませんか!!

富士河口湖町在宅医療推進協議会委員　　富士五湖薬剤師会所属　　赤池薬局　赤池久男

★薬のことについて、いつでも相談できるかかりつけの薬局を持つようにしましょう！

飲み忘れなど様々な理由によって、薬が余っていることが多く見られるようです。この余った薬(家に眠っている薬)
のことを残薬といいます。現在厚生労働省の調べでは全国で約500億円にもなると言われています。
いま薬剤師は、患者様が薬を正しく服用できる為の確認や工夫をしながら薬の整理を行っています。
また、地域の薬剤師会に所属している薬局では「節薬バック事業」を通して、残薬の整理を
行う事業を推進しております。
お手元の薬が気になる方は、いつも行っている薬局にお問い合わせください。

いつも行っている薬局で、節薬バックが用意されているのでご相談ください。
節薬バックにご自宅にある全ての薬を入れて薬局にご持参ください。
薬剤師が医師に確認をさせていただいた上で、余った薬と必要な薬の数を調整し、お渡し
します。この作業を行うことでお薬を捨てることなく有効利用でき、お薬代を節約するこ
とができます。

◎ご存知ですか節薬バック？

◆ 残薬調整の流れ ◆

◎残薬調整の流れ

「お薬手帳」と一緒に
薬局へ持参。

手元にある薬を全部バックに入れる。

? ?余っている薬が
沢山あるなぁ…

お薬の数が
バラバラだわ～

もったいないなぁ…先生に伝えようかな?
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健康のまちづくり健康のまちづくり健康のまちづくり

食生活改善推進員のおすすめ手づくりおやつ

作り方

材　料　(約１５個分)
★豆腐………………………１５０ｇ

★ホットケーキミックス……１５０ｇ

★牛乳 ……………………大さじ２

★揚げ油………………………適量

★砂糖(グラニュー糖）………適量

★きな粉………………………適量

簡単ヘルシー豆腐ドーナツ

栄養価（１個）
　　エネルギー　８０Ｋｃａｌ
　　食塩相当量　０.１ｇ

①豆腐を泡立て器でなめらかになるまで

　混ぜる。（水切り不要）

②ホットケーキミックスを加えてゴムベラで

　切るように混ぜる。

③スプーンですくって１６０℃の油に入れる。

④きつね色になるくらいまで揚げて砂糖や

　きな粉をまぶす。　　 （大石地区会員）

農作業事故防止に向けた重点啓発事項

・できる限り、一人での作業は行わない
・作業時は安全に配慮した服装を心がけるとともにヘルメットなどの防護用具を着用する
　　　

共通事項
　　　

１．トラクター、農薬散布車の転落・転倒事故の防止
　　　・走行中、作業中にスピードを出しすぎない
　　　　　　→　けん引中、薬液の積載時は特に注意する

　　　・土手などへの乗り上げ、脱輪による転倒に注意する
　　　　　　→　ほ場や移動路の危険箇所を確認、補修する
　　　　　　→　除草などにより危険箇所がわかるようにする

２．農業機械（乗用草刈り機、運搬車、耕うん機）との挟まれ事故の防止
　　　・走行・作業中は常に周囲に注意する
　　　　　　→　低い枝や支柱の近くでの走行・作業を避ける
　　　　　　→　危険箇所にはあらかじめ目印をつけておく
　　　　　　→　耕うん機（管理機）では、特に後進の際に注意する

３．高所からの転落事故の防止
　　　・脚立での作業は安定した体勢で行う
　　　　　　→　安定した場所に開脚防止チェーンを掛けて使用する
　　　　　　→　こまめに移動し、無理な体勢で作業しない

　　　・高所作業車は安全を確認しながら使用する
　　　　　　→　凹凸のあるほ場では、転倒の恐れがあるので使用しない
　　　　　　→　作業台を上昇させたまま走行しない
　　　　　　→　走行中は、枝や支柱等との接触、挟まれ事故に注意する

山梨県農作業安全推進会議

　　　　　　→　走行中は、枝や支柱等との接触、挟まれ事故に注意する

農作業中の熱中症にも注意しましょう農作業中の熱中症にも注意しましょう
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≪詳細お問合せ先≫　西湖いやしの里根場総合案内所
3月～11月　午前9時～午後5時　無休

12月～２月　午前9時30分～午後4時30分　水曜日定休日
TEL；0555-20-4677　URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。
その際、免許証などご住所の確認できるものをご提示下さい。

八丁目会 9月のおススメ！

地域に根差して…
根場地区の第８番目の“組”です！

からのお知らせからのお知らせからのお知らせ

陶と香のかやぬま

紙屋　逆手山房

大石紬と布の館

土あそび富士炉漫窯

ちりめん細工・つるし飾り

おもいで屋

食事処　里山

石挽き手打ちそば松扇

匠や

丁字、龍脳、大茴香を多めに入れると虫よけ香が出来ます。

縁側で月見。

真綿のストールが1枚あると涼しい時に便利です。

人気のねこ茶碗とふくろう茶碗。

お月見うさぎが楽しそうです

夏の暑さに！焼にんにく

夏こそカレーほうとう！

体の中に涼を呼ぶ「西湖そば」おすすめ。

石彫の作品群と藍染

匠や　企画展 見晴らし屋　企画展
佐藤文子・小佐野哲二による

藍と石の作品展

『陶器の豆六地蔵を作ろう！』アルバイトスタッフ募集！

９月２日（金）～９月２５日（日）

依田修木工展

木の温もりが感じられる
作品展です。

  10月8日（土）14時～　
地元のグループ
『みずうみ』による
ファッションショーが

あります。

エコ、アイデア商品や
着物のリメイク品の展示を行います。

９月１３日（火）まで開催

見晴らし屋　企画展

おばあちゃんの知恵袋
９月１５日（木）～１０月１０日（月）

七尾裕子・佐々木好正による
ガラスのランプと
陶器のうつわ展

９月２７日（火）～１０月１６日（日）

秋イベント秋イベント秋イベント秋イベント
９月１９日（月）１３時～　地元のグループ『かりんの会』による秋の朗読会

日　程；９月１１日（日）、９月１８日（日） 午前１０時
　　　　※どちらか都合の良い日をご予約下さい。
料　金；町民特別価格 2,000円
時　間；約60分
大きさ；高さ３センチ位
予　約；土あそび富士炉漫窯(前田)
 　　　 ℡ 080-5024-5735

来場者の通行誘導・外作業などの
スタッフを募集致しております。
詳細についてはお問合せください。

西湖いやしの里根場
総合案内所

0555-20-4677
お問合せ時間
9時～16時

の

いやしの里ならではの、ほのぼのとした内容の朗読会です。

１０月２日（日）１１時と１４時の２回公演　　笹子追分人形芝居
山梨県無形民俗文化財の笹子追分人形芝居『傾城阿波の鳴門』がご覧いただけます。

…………………………………………

作品は乾燥・素焼き・本焼き後、およそ１ヶ月でお送りいたします。(送料着払い)
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The Kawaguchiko Stellar Theater. The SEPTEMBER issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The SEPTEMBER issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The SEPTEMBER issue.

河口湖
ステラシアター通信

9月号

♪ 河口湖ステラシアター公演情報 ♪

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ７２－５５８８までどうぞ

&
♪自然の香りが響きわたる♪

河口湖円形ホール河口湖円形ホール河口湖円形ホール
♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

♪ 河口湖円形ホール公演情報 ♪

バレエ『眠れる森の美女』

マイク眞木 with 小林啓子 Live

チャイコフスキー三大バレエのひとつ、
グランドバレエの名作「眠れる森の美女」。

野外劇場で生演奏にのせて送る最高傑作をお楽しみ下さい。

[日時] 2016年9月24日（土）
　　 　開場／PM4：00　開演／PM5：00
[会場] 河口湖ステラシアター（野外音楽堂）
[出演] 東京シティ・バレエ団
　 　　オーロラ姫：中森理恵　デジレ王子：キム・セジョン
　　　フジバレエ祝祭管弦楽団（指揮者：井田勝大）
　　　山梨県内外のバレエ教室の子どもたち　ほか
[料金] 全席指定　Ｓ席8,500円　Ｂ席7,500円　学生席3,000円
　　　　　　　　 ペア席16,000円　親子ペア席12,000円

※3才以上有料
※親子ペア席は親と小学生以下の子ども対象となります。

好評発売中!!

～1960年代、青春の時代を駆け抜けたあの時の気持ちを・・～

[日時] 2016年10月16日（日）
　　　 開場／PM2：00　開演／PM2：30
[会場] 河口湖円形ホール
[出演] マイク眞木、小林啓子
[演奏] ピアノ・フルートほか：竹野康之、ベース：林孝明
　　　 ギター：古橋一晃 
[料金] 全席自由　一般4,500円（町民4,200円）
　　　※未就学児童の入場はご遠慮願います。

[一般発売] 2016年9月4日（日） ＡＭ10：00～販売開始

学生時代に出会って50年。そんな友人でもある二人が、それぞれのヒット曲、フォークソングやポップスの名曲の
数々を、会場のお客さんと一緒に楽しみながら進行していくコンサートです。

中森 理恵

マイク眞木 小林 啓子

キム・セジョン

（全幕）
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アンケートにご協力ください
Q1 町からの情報の入手方法は？

Q3 広報誌は…

広報誌 ・ ＣＡＴＶ ・ 町公式ホームページ ・ フェイスブック ・ メルマガ・ 
回覧・公民館などの掲示やチラシ・ その他（　　　　　　　　）

Q2 広報誌の入手方法は？
自治会配布 ・ 銀行やコンビニ等 ・ 町役場や出張所 ・ 
その他（　　　　　　　　）

すべて読んでいる ・ 関心のある分野のみ ・ 読んでいない

Q4 広報誌の情報量は　多い ・ ちょうどよい ・ 少ない

Q5 今月号の広報誌で必要ないと感じた記事とその理由

Q6 今月号の広報誌で役に立った記事とその理由

Q7 こんな面白い人がいる、取り上げてほしいことがあるなどの情報や、
広報誌に関するご意見、要望などご自由にお書きください

アンケートの答え・年齢・性別・地区（プレ
ゼントを希望の場合は住所と名前必須）
を明記し、点線で切り取り、はがきに張り
付けるか、メールで下記連絡先の政策財
政課までお送りください。
いただいた情報は厳重に管理し、目的以
外には使用いたしません。

〒401-0392　
山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700
　富士河口湖町役場
  　　政策財政課　広報担当　渡辺宛
e-mail:seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

回答方法

アンケート回答先

………………………………………

お答えいただいた方の中から、
抽選で10名様に

を差し上げます。

特製ふじぴょんランタン
（富士らんたん）

※当選者は発送をもって
　　かえさせていただきます。
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9月14日㊌・28日㊌今月の相談日 時間:午後1時30分～／午後2時30分～　　場所:中央公民館  第2会議室

問合せ・申込み先　生涯学習課 【７２－6053】お気軽にご相談下さい。相談は予約制（無料）です。

お
め
で
た
・
お
く
や
み
７/１５
▼
８/１４

●生活困窮者・母子世帯等の就業相談について●

●女性なんでも相談のお知らせ（毎月第２･第４水曜日）●

　町では、毎月５日（５日が休日の場合はその前の平日）にハローワークが出張しての就業相談を実施して

います。次回は１０月５日（水）朝１０時から１１時半に町役場１階１０２会議室で実施します。対象者は、

生活保護受給者・生活困窮者・母子世帯となっておりますので、希望する方はお気軽にご相談ください。
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お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240
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●町民福祉館ふじやま　 午前10時～12時　  　 ●勝山出張所　 午後1時～3時
9月20日㈫

●町民福祉館ふじやま　 午前10時～午後2時
●勝山出張所　 午後  1時～ 4時

　 ●足和田出張所　　 午後1時～4時
　 ●上九一色出張所　 午後1時～4時実施日

弁護士相談

行政相談
心配ごと相談

●相談は予約制です● ※相談日の４日前までに政策財政課  ℡ 72-1129まで連絡してください。
　相談は、1人20分間です。

富士吉田商工会議所3階

月～金曜日（祝日を除く） 午前９時～午後５時
多重債務相談　消費者問題相談 ほか

消費者問題のお悩みは

相談専用ダイヤル ℡0555－22－1577
富士吉田市消費生活センターへ

渡辺久美子 72－2849　 　 堀内 　洽　83－2304　　　 渡辺 秀樹　82－2424　 　 渡辺袈裟司　87－2316町の行政相談委員さん

http://www.kenkoudai.ac.jp
『健康大ブログ』好評発信中！

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

℡055－253－2376

山梨県司法書士会総合相談センターの
司法書士無料相談（予約制）

毎月第４火曜日　午後１時～４時　　富士山駅ビル(Ｑ－ＳＴＡ) 地下１階
予約受付　月～金曜（祝日除く）　　午前９時～午後５時
　相続・遺言・成年後見・登記に関する相談、家・土地に関する相談　
　会社に関する相談、借金・日常生活のトラブルに関する相談 ほか

　　26,531人
(＋31)

 13,013人
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　(＋7)

 10,098　
(＋35)
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富
士
河
口
湖
町
結
婚
相
談
所
で
は
、毎
月
１
回

「
結
婚
相
談
日
」を
設
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※産業会館建て替えのため4/1より移動しました

資料請求のご案内
健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします

 もっと知りたい！

健 康 大
 もっと知りたい！

健 康 大

お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）

学生宿舎組合様からのご寄附について
　健康科学大学学生宿舎組合（以
下「宿舎組合」という。）様から河
口湖キャンパスの教育環境の充実
のためにと多大なるご寄附を賜
り、今年度はＡ棟２階、３階の学
生ラウンジにテーブル、イスを設
置させて頂き、併せて学生行事で
ある蒼麓祭（大学祭）の運営補助
として協賛金もお預かりし、蒼麓
祭実行委員会（学友会）へお渡し
いたしました。
　また、後日、笹本学長から宿舎
組合様に感謝状と記念品をお贈り
させて頂きました。
　今後も、健康科学大学では教育
環境の充実を図るとともに、宿舎
組合様と相互に連携し、富士河口
湖町と健康科学大学の更なる飛躍
を目指して行きたいと思います。

　今年の「大学案内」、
「学生募集要項」と本学
の情報誌「Breath（ブ
レス）vol.7」が発行さ
れました。
　本学への入学を希望
される方や本学へ興味
をお持ちの方は、下記のお問い合わせ先（入試広
報課）までご連絡をお願いいたします。
　また、本学情報誌の「Breath（ブレス）vol.7」で
は、卒業生が社会で活躍している様子、学生の日常
生活、富士河口湖町内と都留市内のおすすめスポ
ット等を取り上げております。
　ご意見やご感想がございましたらお気軽にお寄
せ下されば幸いです。

ー次回オープンキャンパスー

10月1日（土）
※詳細については、
　　　　HPをご覧ください。ご寄附で頂いたテーブルと椅子は学生ラウンジに設置いたしました

宿舎組合の皆様と笹本学長、荒木副学長
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☎２３－４４４４ (富士五湖消防本部テレフォンサービス)
☎055-224-4199 (山梨県救急医療情報センター)

「広報富士河口湖」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

24時間対応 休日・夜間の救急医の問い合わせ先

 ポンプ車操法大会準優勝～表紙の写真～
　まちかど情報局でも紹介いたしましたが、山梨県消防団員操法大会に富士五湖支部代表として出場した船津分団が準優勝
を飾りました。この大会出場のために５月より毎週木曜日と日曜日の週２回、富士五湖消防本部の協力を受けながら練習を続
け、最後の２週間は火曜日も加えた週３回練習に取り組まれ
たそうです。雨の日にも勝山ふれあいドームで練習するなど、
この大会に向けて一生懸命に取り組まれていました。出場し
た選手の皆様をはじめ、船津分団の方々は日常の仕事の合
間を縫っての活動であり、本当に大変だったかと思います。
　このような消防団活動は、町の安全安心のまちづくりの中
心となっております。消防団の皆様は、地域防災力の担い手
として、日頃からこのような活動にも取り組まれております。
みなさまも消防団活動にご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。

平成２８年度  富士河口湖町
１１月１日（火）～１１月３日（木）
平成２８年度  富士河口湖町 文化祭文化祭文化祭第１３回

美術の部　題は自由、一人１点、１０号以内（額装に限る）

写真の部　題は自由、一人１点、四つ切以上全紙まで

文芸の部　題は自由、短歌・俳句・川柳は一人２首（句）以内

　　　　　随筆・詩は原稿用紙2枚程度で一人１篇

書道の部　書体は自由、一人１点、半切以下、表装又は仮巻きのこと

手芸の部　ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、

　　　　　木目込人形、パッチワーク等、一人１点

工芸の部　陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色等１人１点

拓本・写経の部　題は自由、一人１点

華道の部　生花、投入花、盛花、一人１点

芸能の部　芸能一般

部門：募集内容等

文芸の部　　　１０月  ７日（金）午後１時から午後４時までに「富士河口湖町中央公民館」へ

その他の部門　１０月２１日（金）午後１時から午後４時までに勝山ふれあいセンターへ搬入してください。

受付及び締切

美術の部　題は自由、８つ切、縦横自由、画材自由（小中学生は額縁なし、平面に限る）

書道の部　児童は楷書、中学生は行書、１人１点、半紙縦書き、作品に学校名、学年、氏名を記入、学校等を通じて依頼

　　　　 （手本は後日配布予定）

園児・児童・生徒部門（学校・保育所等を通じて募集します）

１１月３日（木）は、勝山ふれ
あいセンター前でうどん、も
ろこしだんご、ポップコーン
等を販売しますのでご利用く
ださい。

お知らせ

出展作品大募集
１１月１日（火）～１１月３日（木）

足和田災害復興50周年記念シンポジウム
～後世へ伝えよう　あの日の記憶～

日時　9月25日（日） 13：30～（開場13:00）
会場　西浜小学校体育館
内容　西湖Memory ～あの日の災害を乗り越えて～ 上映
　　　記念講演・パネルディスカッション

　１９６６（昭和４１）年９月２５日未明、台風２６号による
集中豪雨で発生した大規模な土石流災害「足和田災害」か
ら５０年。時代とともに人々の記憶から薄らいでいく中で、
この災害を語り継ぐとともに、防災意識向上を図る機会とし
てシンポジウムを開催します。
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